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	オンラインセミナー  9月29日(火) 開催
	創薬研究におけるバイオマーカー開発の概要 と簡易アプローチ手法
	生体試料中の可溶性分子バイオマーカーとその簡便な免疫学的定量法の構築法
	バイオマーカーは、ヒトや実験動物の疾患診断や身体状態の評価や予測への利用が良く知られているが、医薬品の開発（新薬の探索研究や臨床試験）プロセスにも様々な形で活用されている。バイオマーカーの例としては、血圧や心拍数などの生理学的な指標、組織や臓器の画像情報や遺伝子解析情報があるが、最も良く利用されるのが血液などの体液中の可溶性分子の濃度である。  バイオマーカーの条件としては、薬理学的な反応指標として再現性良く評価ができる物質である必要があるが、生体試料中の濃度が低い場合（ng/mL）にも、その微量物質を精度よく検出・定量して数値化する必要があり、抗体を利用した免疫学的測定系が最も汎用性があるとされている。  本講は、創薬研究の様々な局面で生体試料中バイオマーカーの活用を想定されているものの、これまで免疫学的測定系の構築経験がない方々を対象とした、その簡易な微量測定系をどの様に構築していくのか？に関する初歩的な技術講座となります。

	受講するメリット
	バイオマーカーに求められる条件と探索手法に関する知識 生体試料中のバイオマーカー分子（タンパク質を中心とする）の簡易測定系の構築手法 ヒトや実験動物の生体試料の取扱いや保存法に関する知識 体外診断用医薬品の開発に関する初歩的な知識
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